
〔畑 作 関 係 〕

1  畑 の除草剤 に ついて

1 大 豆栽培におけるトリフルラリン字と剤、リニユワン水和剤混用の実用化

(1)背  景

トリフルラリガし剤は広葉にもリニユロン水和剤はイネ科に効果がやや不安定である。両薬剤

の混用を検討したところも安定して高↓効果が認められたので参考に供したい。

121 技術上の内容
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水70″ にお釈 して土壊全面に均一

に散布する。

普及上の留意点

イネ科と広葉が多い地帯に好適するぃ

試験成績 ` 昭 5 0 )

2 溶 花生マルチ栽培における畦間 て歩き構 )用除草剤バーナレー ド粒剤の実用化

(1)背  景                                     、

畦間 (歩 き溝 )の雑草は中耕除草だけ では不充分である,粒 剤について検討 した結果、パーナ

レート粒剤の上壊混和がす ぐれた効果を示 したので参考に供 した い。

試 験 区 処 理 法
便 用 量

r a 当 り )

雑 草 量 ( が'
薬 害 子実重

イネ科 広  葉 合 計

′
理処無

・

夕
視

夕
443

夕

901
り/8
32.1

トリフノレラリン

十 リニユ ロン

″

トリ″レラリン乳

リニ ユ ロ ン

〃

播種後
土壊処理

〃

″

〃

〃

20π″+loタ

20れ″■ 15タ

3 0祝 ″

1 5 タ

2 0 夕

%

10

4

9

120

34

%

8

5

24

22

17

%

9

4

16

7 2

25

無

〃

″

″

〃

%
1 0 8

9 8

108

114

100

-33 -―



t21 技術上の内容

処 理 時 F H 3  1  便 用 量

(犠号と争言1加
と)

2.5竹 /10 a l睦 間 て歩き藩 )に均一に故布し

ホーまたは管理機で担幹する。

マルチ枝優後

?

中耕除革期

r雑草発生盛期 )

lal 普及上の留意点

ア を き床 には便用しない。

イ 土 壊表面処理では効果が劣る。

ウ 薬 量は捕 する。

試験成績 ( 昭 5 1 )
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2 有 機 物 の種類 別地 力増強 効 果

1 背 景と特徴

畑地の出力増強に果す有践物施用の効果が高いことは良く知られるところであるが、近年における

農業情勢の変化から、有職物資源の崩少を来た し、有機物の土娯遇元が十分になし得ない状況にある,

このため、昭和49年 度から総含助成試験課題として、有機物の腫類による地力増強効果について

検討し現在まで明かとなった結果力指導上の参考に供する。
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